
2
Cover Design 
Favorite Graphics Inc.
Cover Photo 
Muneki Samejima
©WORLD PHOTO PRESS 2017
※本文中の価格は
消費税込みの
総額表示です。

2017.Feb.
No.491

C O N T E N T S

【第２特集／ミリタリー】

036 45オートのレジェンド 

048 LEにも愛用されてきた米陸軍制式採用銃、その実際
1941 COLT "M1911A1 U.S.ARMY"

056 銃番勝負　ミリガバ VS カスタム
060
170

174

東京マルイ M1911シリーズ・ラインナップ
Spin Off!　
1911 実銃とエアソフトガン撃ち比べ！
Anchor Column　
コルトM1911A1、ひと夏の思い出

044 WESTERN ARMS マグナブローバック・
モデルM1911シリーズ・ラインナップ

022 闘銃1911

国本圭一とザ・キング・オブ・セミオート“M1911ガバメント” 

020
【第1特集／1911】

特
集全米に愛されたマスターピース

1911 THE MASTERPIECE 
AS KNOWN AS 
"GOVERNMENT"

●解説：菊月俊之

太平洋戦線の日本海軍陸戦隊とアメリカ軍の軍装 Part.１
Militaria Roundup!117

●解説：松原隆 ●撮影：山崎 学

The Equipments of the U.S. Force
［現用米軍装備カタログ］
韓国のタクティカル・テーラーSEMAPO GEAR パート2

070

090 ニッポンの力こぶ

GAME OVER THE TOP
サバゲ三等兵APS編
アラフォーズ！
編集長日誌
US SHOOTING LIFE
トイガンズ・ジャンクション 
バックナンバーリスト
ミリタリー・コレクション
レア・ミリタリー・コレクション
A STITCH IN TIME
アームズファン・フェスティバル
狩野健一郎のシネマ放浪記
狩野健一郎の新作DVD紹介
蛙のゆびさき
戦車兵通信　WORLD OF TANKS
コンバットマガジン・インフォメーション・センター
読者プレゼント応募方法
編集後記

129
132
134
137
138
140
177
178
180
182
183
184
185
186
188
190
191
192

200 中田商店グッズ
202 S＆Grafグッズ

Goods ＆ Accessory196
156 兵装嗜癖 ●by fujiwara

116 ミリいじ技研 ●by Tomoyuki Orimoto

154
154
155

タナカ　S&W M&P 360マグナム
タナカ　H&K P8エボリューションHP（試作モデル）

トイガンニュース

013 COMBAT FRONT LINE
062 HELIKON-TEX ニューアイテム 

●Photos＆Text by Tomo Hasegawa

094 NEW GENERATION STYLER
●fujiwara

104 サバゲ三等兵　特別編！
●織本知之

112 THE WORLD OF LITTLE ARMORY

146 PROJECT NINJA
●morizo（東京装備BAKA）

WANCHER'S STYLE114 ●織本知之

148 ESSショールーム・オープン！ 

128 PRESENT

【第3特集／トイガン】

●Photos ＆ Text by SHOTGUN MARC

WESTERN ARMS
COLT M1911 EARLY BLUESTEEL CUSTOM

080

COMBAT FRONT LINE 東京マルイ・ニュープロダクツ004

●Photos ＆ Text by SHOTGUN MARC

WESTERN ARMS
AGING CUSTOM SERIES

085

011 ガスブローバック ニューモデルラインナップ
012 東京マルイFESTIVAL 3rd in ベルサール秋葉原

004 HK416 DELTA CUSTOM

THE SHORT HISTORY OF GOVERNMENT 1911

フルオート電動ショットガン SGR-12010

2 3



　去る11月26～27日に開催された
「東京マルイフェスティバル3」にて、次
世代電動ガンの最新作が発表された。
H&K社のM4系クローンモデルである
HK416をベースに独自のカスタマイズ
が施された「HK416 DELTA CUS
TOM」である。
　その名の通り、このモデルをデザイン
したのはアメリカ陸軍に所属する特殊
部隊の一つである「DELTA FORCE
（デルタ・フォース）」だ。アメリカ政府
がその存在を認めていないため、詳細
については語られていないが、対テロを
主な作戦としていると言われている。
　特殊部隊の隊員は作戦の特異性か
ら、一般の兵士とは使用する火器も装
備も大幅に異なる。最前線に赴く事が
多く、したがって使用する火器も信頼に
足るものでなければならないのだ。
　東京マルイでは、このデルタ隊員が
デザインしたHK416のカスタムモデル
を次世代電動ガンの次期新製品として
発表した。
　ベースとなるHK416自体がアサルト

ライフルとしては優秀なモデルとして定
評があるだけに、カスタムは外部アクセ
サリーのアップデートとカラーの変更が
主な変更箇所である。
　優れたアサルトライフルとはいえ、用
途や目的に合わせて突き詰めていくと、
どうしても物足りない部分が出てくる。そ
ういった部分をフォローするのがカスタ
マイズの基本なのだ。
　まず特徴的なのが、そのカラーリング
だろう。色調の異なる5色のタンカラー
によって構成されており、色の違いがア
クセントを生み出し、魅力的な仕上がり
となっている。
　ハンドガードはマルイ初の採用となる
10.5インチのガイズリータイプ。スリム
で細身のデザインのレイルハンドガード
であり、付属する長さの異なるオプショ
ンレイルを任意の位置に取り付けて使
用するのが最近のトレンドだ。
　その他にもKNIGHT'Sタイプのフリ
ップアップサイトやクレーン・タイプ・ス
トック、シュアファイア・タイプのフラッ
シュハイダーなどを装備するなど、アクセ

サリーも充実している。
　発射メカは定評のある“シュート＆リ
コイル”を搭載。実射性能についても
期待できるのは間違いない。発売時期
は2017年の1～2月辺りを目指してい
るようだが、ハッキリとした発売時期は
現在のところ未定だ。
　当日、会場では新作のプロモーション
ビデオが公開されていたのは、会場に
足を運んだ方ならご存知の事と思う。見
逃してしまった人もYouTubeの東京
マルイ公式チャンネルで観られるので、
ぜひ見て欲しい。東京マルイではこうい
ったプロモーションビデオを製作し、イベ
ント会場で効果的に使用している。この
ような映像はもちろん、製品に関する情
報については完全非公開で行なわれる
ワケだが、今回、東京マルイのご厚意
により特別にロケ現場を取材する機会
を得た。これは非常に稀な事で、かなり
特別なケースなのだ。
　撮影が行なわれたのは、まだまだ残
暑厳しい9月某日、栃木県にある㈱松
井建設様の採石場。現役で稼働してい

HK416 
DEL   TA 
CUS       TOM

TOKYO MARUI
Photos＆Text by Taku
東京マルイ
☎03-3605-3312
http://www.tokyo-marui.co.jp/

色調の異なる5色のタンカラーで構成されたボディーは
ミリタリーテイスト満載でカッコ良い。要所要所に黒い
パーツが使われていて良いアクセントになっている。

HK416 デルタカスタム
全長：未定
重量：未定
装弾数：82発
価格：未定
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ポーランド生まれの気鋭
タクティカルウェア『ヘリコンテックス』シリーズ。
“スタイリッシュ”さに秘められた、
堅牢かつ快適な“実用性”。
“都市型”戦闘服の進化形、
最前線のラインナップが勢揃い!!

頑強なベルトバックルとして人気の“コ
ブラバックル”。これを採用した“ヘリコ
ンテックス”のタクティカルベルト。ブ
ラック、OD、カーキ、シャドウグレイの
4色あり。

ベルトを通せばタクティカルパンツのベルト
ループにも通しやすい。

ピストルベルトとして、装備を取り付けて
ジャケットの上から締めるのもGood！

季節によらず機能的に闘える最先端のデザイン。
“ヘリコンテックス”社の最新アイテムに注目!!

COBRA 
Tactical Belt
価格7,800円

機能美の追求
　動きやすさだけを見れば、従来のタクテ
ィカルウェアのように大きめに作れば良い。
しかし、太いだけではポケットにアイテム
を収納した際、暴れて邪魔になる事がある。
　ヘリコンテックスの製品は見た目スリム
なのに動きやすい！
　この点が従来のタクティカルウェアと大
きく異なるポイントだ。　
　目的が曖昧では、デザインの鋭さがなく
なってしまう。アパレルだが、タクティカ
ルウェアは流行やモードに扇動されるだけ
のファッションではない。“着た時の快適

さ”こそが大切な要素。戦闘用に動きやす
く疲れない事はもちろん。使い易さを追求
した“機能美”あるデザイン。これこそが
ヘリコンテックスの魅力だ。

高精度の機能性
　特に懸案だったのが冬場の装備。寒い時
は厚着を余儀なくされる。しかし身体を動
かせば発熱し暑くなる。まだ暑いだけなら
いいのだが、汗を冷やすと体力を激しく消
耗する。衣服の着脱しやすさも、大切な機
能性である事が見えてくる。さらに、脱が
ずにすむベンチレーション(排気)機能があ
れば最高。体温を快適に保ちやすい。

　また、衣服の上からベルトやチェストリ
グなどを装備しやすいかどうかも大切な要
素だ。シャツやパンツだけでなく、ジャケ
ットや防寒具にも「高精度の実用性」が際
立つのがヘリコンテックス社のデザイン。
サープラス→ミリタリー→タクティカルへ。
“強い”アパレルの復権。これを次々に体現
して見せるトップブランドだ！

防寒新感覚の“快適”
防寒?! “ウルフハウンド”
　これまでのタクティカルウェアと言うと、
「“ラフ”な服」という印象が強くあった。そ

2016-2017

HELIKON-TEX 
Brand New      ITEMS

“WOLFHOUND”/“Urban Tactical Pants”/
“Winter Baseball Cap”/
“Folding Baseball Cap”/“COBRA Tactical Belt”

62 63
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